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宮
津
藩
に
お
り
る
農
民
的
一
商
品
経
済
守
め
ぐ
る

領
主
と
農
民
の
聞
係

f也

田

敬

正

は

L 
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き

「
一
冗
誠
二
一
手
保
期
」
と
い
わ
れ
る
時
期
は
、

そ
れ
以
前
山
本
百
姓
の
一
般
的
成
立

(
1封
建
的
小
農
民
の
狙
立
U

を
背
景
に
し
て
新
し

こ
の
よ
う
た
農
民
的
商
品
経
済
の
撞
頭
は
、
営
然

い
商
品
経
済
が
、
庚
汎
に
農
村
に
撞
頭
し
て
き
た
時
期
て
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

封
建
構
力
の
経
済
的
基
礎
で
あ
る
貢
和
閥
系
を
擾
質
芦
一
せ
る
e

即
ち
草
保
期
の
勲
定
奉
行
紳
尾
春
央
の
「
胡
臓
の
泊
と
百
姓
は
絞
れ
ば

絞
る
ほ
ど
出
る
も
の
た
り
L

と
の
一
言
葉
に
示
さ
れ
た
新
し
い
収
奪
閥
系
、
農
民
的
商
品
経
済
の
準
展
に
削
到
す
る
封
建
的
劉
憶
が
現
わ
れ

一
方
己
の
上
う
に
封
建
的
牧
奪
が
強
化
さ
れ
て
く
る
と
、
こ
れ
に
射
す
る
農
民
暦
の
抵
抗
が
問
題
に
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ

て
く
る

う

こ
の
よ
う
た
農
民
的
商
品
経
済
の
撞
頭
を
め
ぐ
る
封
建
権
力
と
農
民
の
動
向
を
追
求
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
享
保
期
以
降

の
政
治
過
程
を
訣
則
的
に
か
つ
具
値
的
に
明
ら
か
に
す
る
ζ

と
が
で
き
る
ぞ
あ
ろ
う
。

と
の
小
論
は
、
以
上
の
問
題
を
宮
津
落
に
お
け
る
丹
後
結
納
の
後
展
遁
程
を
中
心
に
し
て
考
え
た
も
の
ず
あ
る
。

宮
津
藩
に
お
け
る
良
民
的
商
品
経
携
を
め
「
る
領
主

ι良
民
の
闘
係

第
七
十
四
春

ハ、
互王

事

器



官
律
落
に
お
け
る
農
民
的
商
品
経
済
を
め
「
る
領
主
ξ

農
民
自
関
係

第
七

T
四
巻

八
六

多持

韓

農
民
的
商
品
経
済
の
設
展

古
来
「
丹
後
絹
」
と
し
て
著
名
な
丹
後
地
方
の
絹
織
業
は
、
幕
落
韓
制
の
成
立
と
共
に
は
じ
士
る
こ
の
地
方
の
近
世
的
封
建
棲
カ
リ

宵
津
藩
の
絹
織
業
に
劃
す
る
政
策
に
よ
ワ
て
、
大
き
く
そ
の
性
格
が
か
わ
っ
て
い
く
心

宮
泣
藩
は
、
そ
の
成
立
と
共
に
城
下
町
「
宮
津
」
の
経
営
を
考
え
て
、
さ
ら
に
は
農
民
を
自
然
経
済
に
固
定
し
て
お
く
た
め
に
、
従

※
 

来
在
方
に
あ
っ
た
絹
織
業
を
城
下
町
に
集
中
さ
せ
る
政
策
を
と
っ
て
い
く
む
そ
心
結
果
「
宮
津
御
城
下
は
機
段
々
一
繁
昌
仕
営
庭
(
興
謝

郡
加
悦
谷
地
方
1
池
田
U

は
衰
微
仕
申
い
仰
ニ
付
近
年
は
機
数
も
沙
く
成
申
帥
」
と
い
わ
れ
て
い
る
工
う
に
、
農
村
に
お
け
る
絹
械
業
が
金

椴
的
に
衰
徴
し
、
領
中
経
済
の
下
に
吸
牧
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
@

政
慶
長
平
牛
(
六
O
O
V
以
車
丹
後
地
方
を
領
有
L
て
い
た
京
極
氏
は
、
元
和
八
年
ハ
一
六
二
二
)
に
宮
津
城
を
築
き
、
寛
永
二
年
(
一
六
二
五
)

陀
械
下
町
の
建
設
に
と
り
か
か
る
円
「
丹
後
号
」
・
「
丹
後
州
宮
常
時
志
」
)
。
そ
し
て
領
主
は
、
開
践
と
同
時
に
加
位
・
桂
野
雨
村
上
ワ
ニ
人
の
者

を
呼
寄
せ
、
か
れ
ら
に
指
導
さ
せ
て
、
城
下
に
絹
織
業
を
弘
め
一
、
こ
れ
を
保
諮
育
成
し
て
い
る
門
一

l

機
方
要
用
控
」
U
。
現
に
享
保
三
牛
(
一
七
一
八
U
一

に
な
る
と
宮
津
町
内
で
六
人
の
樹
昆
行
司
が
選
ば
れ
、
か
れ
ち
が
代
表
者
と
な
っ
て
京
問
屋
を
新
民
二
軒
増
す
よ
う
に
願
書
を
だ
す
ほ
ど
賊
下
町
の

機
業
は
成
長
し
て
い
る
凸
宮
津
日
記
U
。

と
己
ろ
が
こ
白
ょ
う
友
般
勢
に
封
し
て
、
農
民
た
ち
は
、

珍
敷
織
物
思
付
家
曜
日
之
助
に
も
致
度
〈
存
命
」
す
る
に
至
り
、
農
民
た
ち
は
、
商
品
と
し
て
の
「
珍
敷
織
物
」
の
生
還
を
扱
く
の
ぞ
む

出

土
う
に
た
っ
て
、
享
保
年
間
K
西
陣
か
ら
縮
緬
機
業
が
導
入
さ
れ
、
所
謂
「
丹
後
縮
細
」
が
こ
の
地
方
の
農
民
的
商
品
生
産
と
し
て
庚

「
右
之
様
に
機
屋
広
士
り
hm
而
ハ
費
先
不
捌
一
一
相
成
ル
事
を
思
ひ
何
成
共

く
皆
ま
れ
る
よ
う
に
在
る
の
で
あ
る
。

同
パ
主
保
五
年
ハ
一
七
一
一
O
U
峰
山
田
絹
尾
佐
平
次
に
よ
づ
て
ハ
「
中
郡
能
稿
」
八
五
頁
1
八
七
頁
U
、
字
保
中
ぃ
年
ハ
一
七
=
ニ
U
後
野
村
大
左
惜
門
・
=



河
内
村
佐
兵
帽
・
加
悦
町
小
右
荷
門
に
よ
っ
て
(
「
奥
謝
郡
詰
」
下
一
一
一
王
頁
一
一
一
六
頁
)
そ
れ
ぞ
れ
西
陣
か
ら
導
入
さ
れ
る
。

共
に
西
陣
に
幸
先
L
て
新
し
い
拡
法
を
習
い
賄
っ
た
の
で
あ
る
。
.

か
れ
ら
は

私
は
こ
の
「
丹
後
絹
」
の
生
産
構
造
は
、
藤
同
五
郎
氏
の
一
円
わ
れ
る
「
代
官
名
主
的
貨
幣
経
済
」
と
し
て
把
握
す
べ
き
て
あ
っ
て
、

「
在
噛
の
代
表
的
存
在
」
て
あ
り
、
同
時
に
「
隔
地
問
的
商
人
」
で
あ
っ
た
「
代
官
名
主
屠
」
が
モ
の
一
生
産
の
、
主
隠
そ
あ
る
と
考
え
る
。

丹
後
絹
は
、
己
の
よ
う
を
生
産
樽
遣
を
持
っ
て
H
た
か
ら
こ
そ
右
に
見
た
工
う
忙
領
主
経
済
に
吸
牧
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
り
、
同
時
に

享
保
期
以
降
に
成
長
し
て
く
る
ナ
ぐ
れ
て
農
民
的
な
丹
後
縮
緬
に
屋
倒
さ
れ
て
h
〈
白
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
と
こ
て
問
題
に
し
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
の
は
、
丹
後
絹
が
領
、
主
経
済
に
吸
牧
さ
れ
た
あ
と
か

b
、

山
判
出
儀
に
て
も
無
御
醇
」
と
あ
る
よ
う
に
農
民
自

b
D
手
に
よ
り
、
農
民
に
新
し
い
経
済
的
成
長
の
可
能
性
、
さ
ら
に
は
封
建
的
責
租

捨
首
者
の
立
場
主
排
除
さ
せ
る
可
能
性
を
輿
え
る
す
ぐ
れ
て
農
民
的
友
商
品
生
産
が
、
も
仏
ぜ
以
下
越
ベ
る
よ
う
に
庚
汎
に
農
民
官
官
の
中

に
侵
透
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
己
と
で
あ
る
。

「
御
妓
主
様
λο

被
仰
付
織

己
白
離
に
づ
い
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
己
白
地
方
に
お
け
る
延
賓
期
か

b
元
蔽
朔
に
か
け
て
の
一
挟
形
態
。
蟹
化
に
見
ら
れ
る
農

村
構
法
の
凌
質
て
あ
る
。
延
賢
期
に
は
、
大
庄
屋
の
完
全
た
A
J
r
ι

で
一
ー
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
が
、
一
冗
蔽
十
豆
年
三
七

o
=
U
D

強
訴
の
場
合
を
見
る
と
、
村
役
人
自
慢
へ
む
要
求
し
を
持
っ
た
一
般
農
民
厨
に
そ
D
九
日
グ
モ
一
一
ー
が
移
行
し
て
い
例
。
即
ち
一
冗
蔽
胡
に
な

る
と
、
そ
れ
以
前
白
中
世
的
諸
皿
閣
制
、
古
名
主
臨
唱
を
中
心
と
す
る
共
同
臆
的
規
制
が
慶
賀
し
て
、

一
般
農
民
臨
時
が
中
心
と
た
る
新
し
い

村
落
構
造
へ
韓
佑
し
て
い
る
己
と
が
明

b
か
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
た
と
い
種
々
の
共
同
髄
的
諸
制
約
が
存
在
し
よ
う
と
、
モ
己
に

一
際
樹
立
自
瞥
白
封
建
的
小
農
民
が
、
政
治
的
に
も
経
済
的
に
も
確
立
し

τい
る
己
と
を
示
し
て
い
る
。

※
延
賓
八
年
(
一
六
八

O
U
に
机
餓
出
原
因
の
愁
訴
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
時
は
「
村
役
人
大
庄
屋
一
拍
罪
に
相
成
出
共
神
領
内
一
統
及
飢
死
出
儀
ハ
雛

宮
津
藩
に
お
け
る
農
民
的
商
品
絡
調
を
め
「
る
領
主
と
農
民
の
闘
係

第
七
十
四
谷

ノ1
壬ゴ

第

蹴



官
常
務
に
お
け
る
農
民
的
商
品
経
済
を
め
「
る
領
土
と
農
民
の
関
係

第
七
十
四
巻

ノ1

，'-

第

量定

四

見
捨
と
一
日
開
L
て
詐
扶
差
上
」
ハ
宮
津
事
跡
記
)
と
あ
る
よ
う
に
大
庄
屋
暦
の
犠
牲
的
行
動
が
中
心
に
た
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
元
蔵
の
場
合
は
、

「
大
庄
屋
宿
江
願
ひ
書
持
参
致
出
庭
大
庄
犀
も
に
げ

U
而
願
書
受
取
不
申
出
ζ

付
庄
屋
中
村
々
江
罷
か
へ

D
凶
庭
百
姓
中
ケ
様
一
一
存
立
出
庭
を

か
い
た
を
儀
k
山
市
だ
ん
じ
宮
津
江
惣
百
姓
縄
出
」
、
と
あ
る
記
盤
、
ま
た
こ
の
時
の
要
求
十
三
項
目
の
中
に
、
大
庄
屋
敷
中
減
・
平
庄
屋
米

並
に
勤
務
年
数
制
陣
が
合
ま
れ
て
い
た
こ
と
辛
か
ら
村
落
構
造
円
艶
質
を
明
瞭
に
知
る
と
ー
と
が
で
き
る
円
「
加
悦
町
詰
」
二
一
二
一
三
月
二
三
四
頁
U
O

即
ち
農
民
的
商
品
経
済
成
立
の
背
景
に
は
、
中
世
末
以
来
農
民
が
苦
し
い
闘
い
の
中
か
ら
褒
展
さ
せ
た
農
業
生
葎
力
の
増
大
、
及
び

そ
れ
に
伴
う
農
民
屠
白
成
長

1
封
建
的
小
農
民
白
濁
立
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
己
と
で
あ
る
。
こ
む
よ
う
な
近
代
的
諮
裂
展
D
原
動

カ
た
り
う
る
濁
立
小
農
民
が
、
モ
の
階
級
的
基
礎
に
な
っ
て
い
る
か

b
乙
モ
、
農
民
的
商
品
経
済
は
領
宇
一
経
済
と
民
王
国
か
ら
封
立
し
、

後
述
す
る
よ
う
に
多
〈
の
障
害
を
切
抜
け
全
農
民
磨
臼
も
の
と
し
て
成
長
し
て
い
〈
の
で
あ
る

L

し
か
し
己
の
場
合
、
農
民
的
商
品
経
消
の
進
展
を
単
純
に
封
建
的
小
農
民
心
経
済
的
成
長
と
し
て
の
み
捉
え
る
こ
と
は
異
質
を
ま
げ

出

る
も
白
ゼ
あ
ろ
う
。
縮
緬
機
業
導
入
白
直
接
の
動
機
が
、
困
窮
陀
も
と
づ
く
「
耕
作
之
徐
業
」
の
「
機
商
賓
」
で
あ
っ
た
己
と
は
充
分

考
え
て
治
か
ね
ば
な
b
な
い
幽
即
ち
農
民
的
商
品
経
済
の
進
展
が
、
単
な
る
農
民
の
経
済
的
成
長
て
友
く
窮
迫
版
質
的
性
格
を
も
っ
て

い
る
こ
と
は
、
日
本
に
お
け
る
農
民
的
商
品
経
済
が
そ
の
成
立
D
常
初
か
ら
ひ
づ
み
を
持
ち
、
後
の
護
展
に
影
響
を
奥
え
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
し
か
し
中
世
的
諸
膿
制
を
排
除
し
、
封
建
的
責
租
む
櫓
営
者
と
し
て
の
小
農
民
経
皆
が
確
立
し
、
モ
心
掛
大
再
生
産
白
可

能
性
を
示
し
た
こ
と
は
、
農
民
的
商
品
経
済
の
成
立
と
し
て
高
く
評
債
さ
る
べ
さ
で
あ
ろ
う
。

※
農
民
層
の
困
筑
に
闘
し
て
は
、
耕
作
面
積
凶
純
封
的
な
杭
さ
ハ
天
保
十
二
年
の
現
加
悦
町
山
一
戸
賞
り
の
子
向
石
商
は
約
四
・
八
石
門
「
加
悦
町
帯
」

七
七
頁
丸
七
頁
]
と
な
ワ
て
お
雪
、
裏
作
不
充
分
な
乙
の
地
方
で
は
如
何
に
そ
の
耕
作
規
模
が
小
さ
い
か
が
分
る
U

及
び
封
建
貫
租
の
過
車
八
一
陣

寅
九
年
〔
一
六
八
一
〕
の
検
地
の
際
約
三
割
の
延
高
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
と
れ
は
生
産
力
の
靖
小
人
よ
り
も
、
貢
租
の
重
課
を
示
し
て
い
る
U

年
が

あ
げ
ら
れ
る
。



カ旧
'1'Ji:己
村 D

に よ
お う
いに
て町し
、て

表導
cu 入
に さ
見れ
ら た
れ結
る緬
よ機
ろ 君主
には

① 

村 1明和年間|安永 4 I写和 3 I文政 12 
名(1764ー 71)I (1775) (1800) (1829) 

後 野 45台 81 122 127 

カ月 f畳 50 84 104 102 

加 枕奥 17 40 86 78 

算 F>Jf 25 18 48 51 

三河内 63 140 128 118 

沼 江 5 21 20 20 

表

(1)例示Lた藷村は加悦谷の荷村である。

(2)史料仕「丹後国産絹織物拍車Ji縮細屍記録幌」。

「加松町誌」による。

備考

享
保
十
一
二
年
三
七
二
八
〉

に
僅
か
五
・
六
軒
の
機
屋
し
か
在
か
っ
た
と
い
わ
れ
る

享
和
三
年

2
4
へO
三
V

に
は

安
永
四
年
三
七
七
五
U

に
は
機
数
八
四
重
を
数
え
、

賢

r
一
O
四
富
の
多
き
を
数
え
る
忙
至
る
の
で
あ
る
。
ま
た
と
れ
を
回
開
謝
郡
の
一
み
K

闘
し
て
享
和
=
一
年
ハ
一
入
。
=
一
U

と
明
治
十
一
年
(
一
入
七
八
U

と
を
比
較
す
る
と
八

四
九
墓
と
一
一
一
九

O
蚕
で
あ
っ
て
、
こ
白
時
期
の
登
展
が
い
か
に
念
激
た
も
の
で
あ

※
 

る
か
が
工
く
介
る
@

庄司.1Il11!l:-1 
算所 521台

北村 85 

大野 1!d3 

網野 107 

lEf rm 50 

計 956 

(1)組とは大

庄昆組 e
ある。

(2)享和3年

の数字で

あるロ

備考

※
 一

方
こ
れ
を
地
域
別
に

み
る
と
、
表
①
の
語
り
に

な
る
。
加
悦
荘
一
回
算

所
組
が
全
世
の
約
六
割
を

占
め
て
担
り
、
機
業
の
中

心
が
加
悦
谷
に
あ
っ
た
と

と
を
示
し
て
い
!
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
急
激
た
機
識
の
褒
展
が
、
車
に
相
樹
的
な
も
の
ぞ
左
〈

結
謝
酌
た
も
白
で
あ
る
と
と
は
、
表
③
に
示
し
た
安
武
期
k
b
け
る
機
屋
戸
数
と
毛

戸
数
と
の
封
比
に
最
も
端
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
僅
か
五

O
年
程
の
問
に
、

村
内
心
農
民
の
約
三
割
が
機
業
を
比
百
向
。
、
し
か
も
一
墓
に
つ
き
約
四
人
の
絡
働
力
を
必
要
止
す
る
機
を
一
軒
平
均
一

-
七
毒
も
持
つ
に

至
っ
た
白
で
あ
る
。
古

b
に
機
屋
の
み
で
な
〈
飛
側
、
糸
仲
、
あ
る
い
は
機
織
・
糸
繰
奉
会
人
た
ど
の
機
業
関
係
者
世
入
れ
る
と
、
村

宮
津
藩
に
お
け
る
良
民
的
商
品
経
関
を
め
「
る
領
主
と
農
民
の
閥
係

第
七
十
四
巻

八
九

第

臨

五



宮
津
藩
に
お
け
る
農
民
的
商
品
経
済
を
め
「
る
領
主
と
農
民
の
闘
停

表①

E 主!!l:]Ii!l"'!!l:]王|
後 野 17e戸 田戸 28.4%

7加恰 116 I 16 I 31.5 

加i股奥 176 I 27 I 15，3 

算 r 田 24 I 30.0 

似戸数は天VfH2年(1剖りの数

字であーって、 「加悦町誌」に上

る。イ且L併・富者などを除〈。

但)機屋敷は安永 7年(1778)の

数字であロて、 「棺新屋記鑑

眠」による。

備考

第
七
で
四
巻

ブb
0'  

占ノ、

事

睦

内
の
半
数
以
上
が
、
な
ん
ら
か
の
形
て
縮
細
機
業
か
ら
経
消
的
に
利
盆
念
、
つ
け
て

い
る
と
い
え
る
。
ま
た
安
永
三
年
三
七
三
四
)
白
石
川
村
の
史
料
に
よ
る
と
、

品
川
二
石
廿
石
・
二
石
・
無
高
の
四
人
の
農
民
が
同
時
に
、
新
し
く
機
を
持
ち
た
い

と
願
い
出
て
い
る
@

こ
の
こ
と
は
、
享
保
以
降
急
激
に
褒
展
し
て
い
く
と
の
縮
緬

機
業
が
、
単
に
村
内
の
一
部
の
階
暦
比
の
み
限
b
れ
ず
賢
〈
土
居
農
民
か

b
貧
農

を
も
含
め
て
一
般
に
受
入
れ
ら
れ
た
乙
と
を
示
し
て
い
る
。
即
ち
締
細
機
強
引
が
、

合文
字

4;匿
主主 り
し 全
た農
機民
業暦
迫 の
入 F書J
の 品
直経
謹摘。ι
勤 し
機 て
が成
、立

農し
民た
屠の
の ぞ
因 あ
窮 る
に
あし
っ か
た し
己こ
と臼
か 場

係
を
再
編
成
し
た
が
ら
護
展
し
て
い
る
ζ

と
が
考
え
ら
れ
れ
ば
左
ら
左
い
@
し
か
し
何
よ
り
も
重
要
た
こ
止
は
、
ヒ
ェ
ラ
ル
ヒ
ッ
シ
ュ

ら
考
え
ら
れ
る
と
と
J

し
あ
る
が
、
機
識
が
そ
の
内
部
に
ヒ
正
ラ
ル
ヒ
ッ
シ
ュ
な
閥

た
闘
係
を
内
包
し
て
い
よ
う
と
、
封
建
権
力
と
直
接
の
っ
た
が
り
の
在
い
中
農
・
貧
農
ま
で
が
、
こ
の
新
し
い
商
品
生
産
に
乗
り
だ
し
、

小
資
本
範
鴫
形
成
の
可
能
性
を
持
ち
、
丹
後
縮
細
の
農
民
的
商
品
経
済
と
し
て
の
成
立
を
遁
く
と
も
明
和
・
安
永
期
ま
で
に
確
認
で
き

る
と
い
う
己
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
成
立
し
た
丹
後
締
細
山
製
品
は
、
成
立
賞
初
か

b
、
古
旅
商
業
心
中
心
で
あ
り
地
理
的
に
も
近
い
京
都
の
絹
買
決

問
屋

ι出
荷
し
て
い
た
よ
う
て
あ

h
d
し
か
も
こ
の
京
問
屋
が
、
す
ゼ
に
享
保
年
聞
に
株
仲
間
を
結
成
し
て
い
た
た
め
町
、
外
資
・
地

賓
が
許
古
れ
ず
濁
占
的
に
買
占
め
ら
れ
て
い
た
u

己
の
買
衣
問
屋
と
機
屋
と
の
聞
に
は
、
遅
く
と
も
延
享
年
間
か
ら
飛
脚
が
存
在
す
る

主
う
に
な
る
ん
円
、
明
確
友
組
織
と
し

τ現
わ
れ
る
の
は
、
明
和
・
安
永
期
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
飛
脚
は
請
負
業
者
的
社
存
在
と
し
て
の



上
荷
飛
脚
と
そ
白
下
J
Y

賓
際
の
運
搬
に
従
う
下
荷
一
飛
脚
と
に
分
れ
、
前
者
は
仲
間
を
結
成
し
て
い
た
よ
う
て
あ
る
。

お
ぶ
森
岡
氏
(
一
同
氏
稿
「
荷
受
問
屋
資
本
の
生
産
地
投
下
町
詩
形
態
」
且
事
雑
詰
五
九
一
・
二
三
頁
)
に
上
る
と
、
京
都
絹
問
屋
町
株
仲
間
精
成
は
、

賓
降
十
一
年
〔
一
ー
七
六
一
)
に
た
っ
て
い
る
が
、
文
化
五
年
〈
一
八
O
八
U

の
丈
害
(
京
都
労
研
調
査
報
昔
第
五
「
丹
後
樺
業
の
構
建
分
析
」
一
八

一頁
U

に
よ
る
と
「
享
保
十
四
年
丹
後
問
屋
株
諮
り
謂
」
あ
る
W
は
「
草
保
守
中
丹
後
問
屋
株
譲
り
受
」
と
あ
り
、
す
で
に
享
保
年
聞
か
ら
京
間
障

の
樟
仲
間
し
か
も
加
賀
・
越
前
・
闇
東
・
丹
後
円
四
組
に
凡
打
れ
が
、
た
と
い
会
認
さ
れ
て
な
く
と
も
結
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
問
謹
い
の
な

い
事
質
で
あ
L
ラ。

一
方
機
屋
に
原
料
糸
を
供
給
す
る
の
は
、
園
元
に
あ
っ
て
は
糸
両
日
用
と
糸
仲
ぞ
あ
る
。
糸
問
犀
は
綿
細
機
業
移
植
以
前
か
ら
宮
津
町

出

K
あ
っ
た
上
う
ぞ
あ
り
、
そ
の
後
機
業
の
登
展
と
共
に
在
方
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
た
る
。
一
方
糸
仲
は
糸
問
同
月
と
機
屋
の
問
の
仲
介

の
み
を
規
定
さ
れ
た
中
買
商
人
L
し
し
て
遅
く
と
も
安
武
一
明
か

b
現
わ
れ
て
〈
る
也
と
の
よ
〉
つ
な
関
一
元
の
糸
業
者
の
ょ
に
、
京
都
の
和
糸

問
屋
|
|
亭
保
二

O
年
(
プ
古
三
E
U
株
仲
間
結
成
ー
ー
が
、
ギ
ル

F
的
支
聞
を
し
て
い
た
。

※
明
和
三
年
ハ
一
七
宍
六
)
の
丈
寄
ハ
京
都
第
研
前
回
書
一
八
八
頁
U

に
よ
る
之
、
寛
延
二
年
ハ
一
七
四
カ
U

町
方
の
糸
問
屋
に
、
糸
賀
買
の
潤
占
耀

が
許
さ
れ
た
が
(
「
丹
後
掛
業
階
革
調
査
書
」
一
三
貰
参
照
U

、
明
利
一
一
一
年
在
方
白
糸
問
屋
白
調
立
が
許
さ
れ
て
い
る
。

縮
緬
機
業
の
原
料
供
給
・
製
品
販
買
の
ル

l
ト
は
、

荷
・
下
荷
U

荷
受
問
屋
(
-
京
)
ー
と
い
っ
た
形
で
明
和

以
上
の
こ
と
か

b
、

和
品
市
問
屋
(
京

U
l糸
問
屋
|
糸
仲

l
機

屋

飛

脚

ハ

t

安
永
期
に
確
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
と
の
上
う
左
機
構
は
、

印
ち
明
和
六
年
三
七
六
九
)
の
京
都
よ
わ

J

の
来
賢
下
し
禁
止
が
、
事
質

直
ち
に
慶
賀
し
て
い
〈
@

上
殻
某
を
示
さ
た
か
っ
た
と
と
か
ら
分
る
よ
う
向
、
す
て
に
明
和
期
陀
は
京
都
和
糸
問
屋
の
統
制
が
基
質
[
仁
崩
壊
し
、
さ
ら
に
後
越
す

る
よ
う
に
、
来
問
屋

1
i特
区
宮
津
町
方
の

l
l機
屋
支
阻
、
五
び
上
菅
機
屋
の
問
屋
へ
日
韓
化
に
上
っ
て
、
園
元
に
間
犀
制
酌
諮
問

制
が
、
化
政
期
以
降
明
確
化
じ
て
く
る
か
ら
↑
で
あ
る

宮
津
藩
に
お
け
る
良
民
的
商
品
経
済
を
め
「
る
領
常
、
と
農
民
の
関
係

第
七
十
四
岩

ブL

第

王虎

七

~ー~



宮
樟
薄
に
担
け
る
農
民
的
商
品
経
潜
在
め
「
る
領
主
し
と
農
民
の
附
係

(4) (3) (Z) (1) 

「
機
方
要
用
控
」
ロ

右

伺
藤
田
五
郎
著
「
封
建
酔
官
の
展
開
過
桂
」
六
回
頁
。

天
明
主
年
(
一
七
八
王
)
文
書
ハ
京
都
第
研
「
丹
後
樹
業
の
構
珪
分

析
」
一
一
ニ
四
頁
)
。

「
担
方
要
用
控
」
。

「
興
業
意
見
」
巻
十
六
。

(6) (5) 

封
建
前
針
底
と
長
民
の
抵
抗

A 

封

建

的

割

腹

己
む
よ
ろ
な
念
激
た
縮
細
機
業
の
稜
展

1農
民
的
商
品
経
済
白
成
長
は
、
営
仲
間
領
、
一
午
経
静
に
ひ
い
て
は
封
建
権
力
に
大
会
仁
左
烈
威
と

第
七
十
四
巻

グL

車

Hst 

戸、

(m) (1司 (11)(10) (9) (8) (7) 

「
石
川
村
誌
」
問
。
八
頁

G

文
化
五
年
ハ
一
八
O
八
U

文
書
八
京
都
品
目
研
前
向
者
一
入
一
頁
U

。

延
享
二
年
(
一
七
四
五
U

文
書
ハ
右
同
書
二

O
九頁)。

「
丹
後
融
業
情
革
調
査
書
」
一
五
頁
。

右
同
書
一
一
頁
|
一
回
頁
@

森
岡
前
稿
ニ
入
頁
。

京
都
捗
研
前
出
書
一
一
二
三
且
ニ
一

E
E。

t
p、
そ
の
利
益
を
つ
み
と
る
作
め
に
、
封
建
櫨
力
は
そ
の
貢
租
鰻
系
を
修
正
し
、
農
民
酌
商
品
経
済
と
匡
玉
面
か
ら
針
決
せ
ぎ
る
を

準
備
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
ぞ
あ
る
。

え
な
く
た
る
。
卸
ち
「
胡
腕
白
油
と
百
姓
は
絞
れ
ば
絞
る
ほ
ど
出
る
も
白
た
り
」
と
の
言
葉
に
表
現
古
れ
て
い
る
新
し
い
牧
奪
回
同
系
が

丹
後
の
場
合
に
お
け
る
モ
白
調
わ
れ
は
、

先
ず
一
旦
問
屋
の
株
仲
間
に
よ
る
支
即
と
延
享
一
一
年
三
七
四
五
〉

、

の
回
骨
端
物
京
都
移
入

制
限
に
見
ら
れ
る
生
産
統
制
ゼ
あ
る

京
の
絹
買
女
問
屋
は
、
早
く
も
享
保
期
陀
は
そ
の
株
仲
間
に
上
る
支
配
煙
制
を
確
立
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
具
閥
的
な
支
配
の

あ
り
方
と

L
て
は
、
外
資
・
地
買
禁
止
に
見

b
れ
る
購
買
鳩
占
と
絹
宛
綬
貸
奥
に
よ
り
起
る
前
貸
支
飢
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
」
R
問
暦



と
の
取
引
の
形
式
は
、

モ
の
製
品
目
販
買
を
問
屋
に
委
託
し
決
算
期
に
精
算
す
る
と
い
う

形
式
を
と
る
が
、
そ
れ
ま
で
の
瞥
業
資
金
・
生
活
資
金
と
し
て
絹
宛
銀
と
稽
す
る
内
貸
を
製
品
と
引
替
え
に
授
串
ー
す
る
。
と
の
よ
う
友

関
係
が
、
機
屋
と
問
屋
と
hv
う
経
済
力
に
差
の
あ
る
も
の
の
問
に
結
ぼ
れ
た
場
合
、
機
長
が
製
品
の
相
場
縫
勤
に
よ
る
損
害
を
う
け
る

と
と
は
さ
り
な
が
ら
、
内
貸
を
逼
じ
て
問
屋
の
前
貸
支
配
を
う
け
る
?
し
と
も
営
然
て
あ
ら
う
。
さ
ら
に
購
買
濁
占
に
よ
る
統
制
左
ど
二

重
三
重
の
経
済
外
的
な
統
制
を
う
け
て
治
目
、
早
く
も
延
享
一
一
年
三
七
四
五
U

に
「
買
も
買
も
諸
事
七
人
(
京
問
屋
舟
後
組
l
池
田
U

之

心
僅
」
と
H
う
表
現
が
現
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
@

「
買
女
」

を
頼
む
と
い
う
形
で
あ
っ
て

己
の
工
、
つ
陀
し
て
封
建
櫨
カ

l
ー
と
の
場
合
は
幕
府
|
|
は
、
農
民
的
商
品
経
済
の
成
長
に
伴
い
都
市
の
大
商
人
を
特
樺
佑
1

1
株

仲
間
の
結
成
強
化
ー
ー
す
る
己
と
に
よ
っ
て
、
農
民
的
商
品
経
済
へ
の
寄
生
を
試
み
る
に
至
り
、
さ
ら
に
は
延
享
二
年
三
七
回
主
)

の
田
舎
端
物
移
入
制
限
に
見
ら
れ
る
よ
う
左
形
ゼ
生
産
の
抑
墜
制
限
を
策
す
る
に
至
可
制
。

こ
の
よ
う
友
封
建
的
封
障
に
封
ナ
る
抵
抗
は
、

先
ず
「
問
屋
株
増
加
願
」
と
し
て
現
わ
れ
て
く
る
也

一
統
に
賀
決
相
頼
申
合
諸
事
致
方
不
宣
儀
多
く
御
座
凶
ニ
何
閥
元
織

と
れ
は
、
延
享
ご
年
(
一
七
阿

主

u
r圏
一
冗
の
機
屋
か

b
「
七
人
之
者
会
品
問
屋
丹
後
組
l
池
田
U

屋
宍
渡
世
之
障
り
一
一
罷
成
迷
惑
」
し
て
い
る
か
ら
、
買
次
問
屋
一
一
、
一
一
軒
増
加
し
て
〈
れ
る
よ
う
に
京
問
屋
白
仲
間
に
要
求
し
た
事
件

ど
の
事
件
は
、
園
元
か
ら
推
薦
L
た
二
軒
の
問
屋
を
新
た
に
加
え
る
こ
と
陀
よ
り
落
着
す
る

d

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
と
の
事
件
は
、

一
態
株
仲
間
を
否
定
す
る
直
貰
の
要
求
ま
ぜ
か
か
げ
る
が
、
そ
白
成
果
に
は
楳
仲
間
夫
自
慢
を
石
判
定
十
一

る
よ
ち
な
も
の
は
、
何
物
も
え
ら
れ
た
円
。
そ
れ
は
こ
の
嬰
求
を
闘
っ
た
闘
元
の
織
屋
の
性
格
に
基
づ
く
J

し
あ
ろ
う
。
即
ち
こ
の
時
の

京
問
屋
へ
の
要
求
心
主
慢
は
、
色
々
な
形
ぞ
特
様
的
地
伶
b
n
許
吉
一
れ
て
い
た
町
方
の
織
屋
と
そ
れ
を
パ

y

グ
。
ア
ッ
プ
す
る
審
構
力
J
L

出
部

あ
ろ
う
。

宮
津
帯
に
お
け
る
農
民
的
商
品
経
済
を
め
〈
る
飼
主
と
農
民
の
関
係

第
七
十
回
告

ブL

事

境

丸



宮
津
藩
忙
お
け
る
農
民
的
商
品
経
済
を
め
「
る
領
中
止
農
民
の
関
係

第
七
十
四
巻

九
四

事

摂

O 

※
町
方
織
犀
の
特
纏
的
地
位
と
し
て
は
、
在
方
で
は
樺
業
が
禁
止
さ
れ
た
と
左
が
あ
る
に
も
か
か
わ

b
f
八
覚
保
二
年
文
書
〔
京
都
移
研
前
田
宮
一
回

大
頁
》
、
宮
津
へ
引
越
商
賓
仕
出
得
者
御
運
上
餌
も
無
御
座
仇
由
勝
手
女
第
エ
可
仕
」
ハ
享
保
二
年
賓
醇
九
年
の
文
書

2
3柿
努
研
前
向
害
一
四

四
頁
》
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
己
も
明
b
h
T
あ
ち
う
。
一
方
先
週
の
封
建
的
酎
腹
が
幕
府
中
心
で
あ
っ
て
地
孟
の
封
建
櫨
力

1
宮
津
薄
が
闘

奥
す
る
僻
地
の
な
か
っ
た
貼
を
考
え
る
な

ιば
、
右
に
強
ベ
GF
京
問
屋
に
針
す
る
抵
抗
に
薄
植
力
の
協
力
は
皆
保
考
え

ιれ
る
。

ま
た
明
和
・
安
永
期
以
降
明
確
化
し
て
く
る
町
方
問
屋
の
機
屋
に
封
ず
る
問
屋
制
的
支
阻
が
、
見
ら
一
れ
を
い
こ
の
段
階
に
あ
っ
て
ほ
、

京
問
屋
に
封
す
る
抵
抗
は
、
園
一
冗
の
織
屋
全
勝
と
落
擢
カ
と
の
前
者
の
主
迫
に
上
る
連
合
の
下
に
行
わ
れ
た
と
い
い
う
る
白
て
あ
る
。

即
ち
こ

D
よ
う
に
縮
制
機
業
陀
封
す
る
最
初
の
封
建
的
封
躍
が
、
幕
府
権
力
と
三
都
の
商
人
と
の
結
合
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
以
上
、

ζ

の
よ
う
な
樟
制
に
射
す
る
抵
抗
と
い
う
貼
に
の
み
限
れ
ぽ
、
と
の
婚
制
に
閥
興
て
き
な
い
地
方
の
封
建
構
カ
も
農
民
的
商
品
経
済
と

利
害
を
共

rす
る
の
で
あ
る
@
と
の
と
と
を
考
え
て
お
か
な
け
わ
ぼ
、
明
和
湖
に
現
わ
れ
て
く
る
藩
樺
力
E
町
芳
問
屋
と
の
結
合
に
よ

る
専
買
制
度
へ
白
方
向
が
理
解
ゼ
さ
な
い
自
明
で
あ
る
。

と
己
ろ
が
京
問
屋
の
ギ
ル

F
的
支
配
に
艶
ナ
る
抵
抗
は
、
明
和
期
に
入
る
と
そ
の
方
向
を
費
え
て
、
落
繕
力
が
モ
D
A
F
d
T
ニ
ー
を

握
る
よ
う
に
な
る
@
具
躍
的
に
は
、
朗
和
一
二
年
三
七
六
六
U

の
拘
用
場
設
立
、
明
和
七
年
ハ
一
七
七
O
)
の
御
用
問
屋
設
置
の
動
き
と

し

τ現
わ
れ
る
。
と
れ
ら
白
御
用
問
屋
設
立
の
動
き
は
、
以
前
白
問
屋
株
増
加
願
の
護
展
と
し
て
捉
え
ら
る
，
へ
き
で
あ
ろ
う
。

朗
和
三
年
の
場
合
は
詳
細
不
明
で
あ
る
が
、
明
和
七
年
の
場
合
を
見
る
と
、
茶
屋
宗
味
な
る
者
が
「
丹
後
図
J
織
出
hw
絹
縮
緬
取
捌

場
所
一
軒
相
立
央
M
W
様
一
一
大
行
司
並
ュ
絹
屋
方
惣
代
と
し
て
蓮
印
を
以
て
相
額
出
ニ
付
取
捌
致
度
旨
尤
縮
緬
絹
登
り
高
八
高
疋
程
有
凶

其
飴
増
肺
て
は
不
残
引
受
可
申
止
】
と
願
書
を
出
し
て
、
自
b
弱
点
的
在
御
用
問
屋
に
な
ろ
う
と
霊
策
し
た
の
で
あ
る
が
、
京
問
屋
の

反
封
と
園
元
の
機
屋
が
「
大
庄
屋
並
一
一
絹
屋
方
悠
代
」
の
連
印
が
俄
り
で
あ
る
と
暴
露
し
た
た
め
に
、
こ
の
企
園
は
簡
単
に
失
敗
す
る

一
、
屋
脱
立

の
で
あ
ふ
。
と
こ
ろ
が
、
「
宮
津
田
記
」
に
あ
る
「
是
始
め
縮
細
に
も
一
味
の
者
あ
り
、
御
ょ
に
も
仰
呑
込
有
U
由
也
」
と
い
う
言
葉



は
、
己
の
事
件
が
単
純
な
も
の
ぞ
た
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
即
ち
と
の
事
件
は
、
車
に
一
人
の
男
の
重
策
し
た
も
の
で
た
く
、
そ
の

背
後

r藩
擢
力
と
一
郊
の
縮
細
屋
!
|
ム
後
述
す
る
如
〈
町
方
問
屋
と
推
定
さ
れ
る
!
ー
が
あ
ワ
て
、
と
の
事
件
は
、
か
れ
ら
の
連
緊
の

下
に
御
用
問
屋
の
一
設
立

1
落
蛍
草
賓
の
一
方
向
を
示
す
動
き
と
し
て
、
主
要
た
意
味
を
持
っ
て
く
る
の
ぞ
あ
る
u

先
述
の
如
く
、
縮
緬
機
業
の
成
長
は
、
問
屋
株
の
培
加
を
要
求
す
る
己
1
f
一
に
上
っ
て
京
問
屋
に
抵
抗
し
て
い
た
が
、
明
和
期
に
在
る

と
、
落
構
力
が
農
民
的
商
品
経
済
を
掌
握
す
る
方
策
と
し
て
、
御
用
問
屋
を
設
置
し
京
問
屋
の
ギ
ル
ド
支
配
に
封
抗
寸
し
め
る
上
う
な

形
に
展
開
し
て
h
く
凶
即
ち
農
民
的
商
品
経
済
に
劃
す
る
株
仲
間
的
支
配
に
抵
抗
す
る
動
さ
の
鼠
化
が
、
地
方
封
建
権
力
H
H
蕊
の
農
民

的
商
品
経
済
の
成
長
忙
謝
す
る
新
し
い
封
臆
閥
系
と
し
て
現
わ
れ
て
〈
る
と
い
ろ
結
果
に
在
る
の
で
あ
る
。

こ
の
一
ょ
う
た
新
し
H
封
建
的
針
障
は
、
y

し
の
段
階
に
ゐ
け
る
結
納
機
業
の
構
迭
の
持
つ
矛
盾

l
内
部
分
裂
が
晴
朗
ら
す
の
で
あ
る
。
副

ち
ζ

の
一
頃
に
た
る
と
、
機
屋
を
前
貸
的
陀
玄
即
す
る
問
屋
の
成
長
が
、
機
業
内
部
に
見
b
れ
ム
日
よ
う
に
た
る
。
ナ
て
に
賓
暦
九
年
以
前

の
女
書
に
「
中
之
銀
子
貯
え
罷
在
り
糸
等
相
調
へ
申
者
無
御
座
仙
人
々
手
筋
を
以
て
才
魔
仕
之
糸
借
受
叉
は
繊
同
し
U
代
昌
物
を
以
て

才
覚
仕
川
町
」
と
あ
り
、
成
立
蛍
初
か
ら
問
屋
制
的
支
臨
を
う
け
ざ
る
を
え
沿
い
僚
件
を
有
し
て
い
円
た
の
で
あ
る
、
こ
の
よ
う
な
侠
件
を

屋
で
あ
ろ
う
。

も
っ
と
も
利
用
し
や
す
い
位
置
に
あ
っ
た
の
は
、
従
来
か
ら
藩
の
保
護
の
あ
る
町
方
に
あ
っ
て
糸
商
賓
の
狗
占
権
を
有
し
て
い
た
糸
問

か
れ
ら
は
原
料
糸
の
前
貸
を
通
じ
て
容
易
に
機
屋
を
支
配
し
て
い
っ
た
と
恩
わ
れ
る
。
明
和
・
安
永
期
に
屡
主
だ
さ
れ

た
「
糸
屋
の
一
機
商
費
禁
止
」
あ
る
い
は
寸
糸
の
延
賀
禁
止
」
と
い
っ
た
布
令
は
、
こ
の
こ
と
を
如
貨
に
示
し
て
い
る
。
か
〈
て
町
方
特

椿
商
人
を
頂
黙
と
す
る
問
屋
制
的
支
回
憾
制
が
確
立
さ
れ
、
文
政
期
に
な
る
と
有
数
十
の
機
を
す
一
回
ず
る
者
も
出
現
す
れ
防
、
官
津
領

内
は
勿
論
久
美
潰
・
但
馬
・
出
右
・
生
野
陀
ま
で
そ
の
支
国
主
及
ぼ
れ
ほ
ど
に
ま
で
そ
の
支
配
組
制
は
の
び
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
て
見
た
機
業
の
念
激
左
護
展
の
内
部
に
は
、
以
上
の
よ
う
在
矛
盾
が
は
ら
ま
れ
J

し
い
た
白
で
あ
る
が
、

一
方
落
の
方
も
、
営
初
白

宮
津
穣
忙
お
け
る
農
局
的
商
品
経
済
を
め
「
る
領
主
と
農
民
の
聞
係

第
七
十
四
巻

ブL
五

第

!l!! 



宮
津
薄
に
担
け
る
農
民
的
商
品
施
済
を
め
「
る
領
主
と
農
民
の
闘
係

第
七
十
四
倍

事

官

九
六

禁
墜
策
を
改
め
て
、
冥
加
銀
の
賦
課
か

b
機
株
制
度
賞
施
へ
と
モ
の
封
腹
策
を
同
盟
え
て
い
%
と
の
よ
う
た
町
方
特
権
商
人
心
問
屋
制

的
支
鹿
を
内
包
す
る
機
業
の
登
展
と
、
と
れ
に
謝
す
る
悲
の
政
策
の
進
展
と
が
合
致
し
た
の
が
、
右
の
藩
瞥
専
賓
の
方
向
を
示
す
動
き

J

し
あ
ろ
う
。

※
寛
延
三
年
(
一
七
四
九
)
コ
F

月
に
構
業
禁
止
令
が
出
て
い
る
(
京
都
品
百
市
町
前
出
品
目
白
一
凹
六
頁
U

ょ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
の
延
享
=
年
ハ
一
七
回

豆
U

K

謹
上
観
の
賦
課
を
命
じ
て
い
る
パ
丹
後
園
陸
組
織
物
滑
草
U
。
こ
の
聞
の
事
情
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
離
は
賞
初
禁
朕
策
を
も
ワ
て
の
ぞ
ん

だ
と
ー
と
は
明
か
で
あ
ら
う
u

と
の
よ
う
な
動
き
が
、
安
永
四
年
ハ
一
七
七
五
)
の
機
株
制
民
間
立
円
一
丹
後
図
芦
絹
織
物
滑
車
」
〉
へ
と
進
展
オ
る
。

こ
れ
は
立
樺
制
限
1
t

一
雄
に
付
き
組
問

O
抵
の
混
上
を
姐
定
す
る
。

以
土
見
f
一
き
存
ん
よ
う
に
、
蒋
権
力
が
と
る
在
除
制
度
・
専
資
制
度
な
、

の
株
仲
間
的
支
既
に
封
ず
る
抵
抗
策
で
あ
る
と
同
時
に
、
他
国
J
l

は
濯
機
力
が
自
ら
の
危
機
を
回
避
す
る
た
め
地
一
五
の
特
権
商
人
と
結

び
つ
く
己
主
に
工
つ

γ
、
農
民
的
商
品
経
済
を
同
ら
の
支
臨
下
に
入
れ
モ
の
成
果
を
吸
牧
し
よ
う
と
す
る
政
策
で
も
あ
っ
た
。
郎
ち
こ

と
に
、
享
保
期
以
降
進
展
し
て
く
る
農
民
的
商
品
経
済
白
波
に
足
を
き
ら
わ
れ
作
封
建
権
力
が
、
自
ら
一
の
膳
制
品
化
再
編
成
し
よ
う
と
し

で
と
っ
た
一
連
白
落
政
改
革
の
基
本
酌
性
格
が
示
さ
れ
て
い
る
-

B
農

民

の

抵

抗

宮
津
藩
の
と
っ
た
封
建
的
封
隆
策
が
、
右
の
如
く
町
方
特
権
商
人
正
結
合
し
、
農
民
的
商
品
経
済
を
上
か

b
長
一
的
に
支
配
し
よ
う

と
す
る
方
向
を
と
っ
て
く
る
限
り
、
と
の
よ
う
在
牧
奪
慢
系
陀
組
問
す
る
農
民
の
抵
抗
口
、
営
然
全
農
民
暦
の
統
一
し
作
反
封
建
闘
争
の

一
一
回
て
法
幕
府
と
結
ア
っ
く
=
一
部
を
中
心
と
す
る
特
櫨
商
人

‘
形
を
と

b
ざ
る
を
え
左
い
。

己
市
川
主
う
な
動
き
と
し
て
は
、
先
ず
明
和
七
年
の
御
用
問
屋
設
立
の
企
固
に
封
す
る
抵
抗
と
し
て
現
わ
れ
る
ω

己
の
事
件
の
時
に
は
、

犬
庄
屋
以
下
各
村
機
屋
惣
代
が
一
緒
に
な
っ
て
茶
屋
宗
味
の
企
画
を
暴
露
し
て
お
り
、
さ
ら
に
十
五
カ
村
連
名
ゼ
「
右
健
之
新
規
之
儀



出
来
仕
出
而
者
一
統
難
儀
迷
惑
仕
凶
」
と
訴
え
て
い
弘
ω

即
ち
と
白
上
う
在
よ
か

b
D
劃
躍
に
釣
し
て
、
農
民
は
大
庄
屋
以
下
が
統
一

文
政
=
一
年
公
八
一
一
O
U
の
二
領

l
宮
津
・
峯
山
・
久
美
演
合
同
開
の
大
曾
所
設
立

し
て
抵
抗
し
て
h

る
の
で
あ
る
。

こ
り
抵
抗
は
、

を
め
Y
¥

る
動
き
と
し
て
、
さ
ら
忙
登
昆
し
た
形
て
現
わ
れ
て
く
る
“

己
の
一
大
倉
所
は
、
同
年
四
月
「
近
年
商
費
不
引
合
打
綾
機
方
相
互
ニ
難
経
一
一
御
座
出
就
夫
何
卒
宮
樟
峯
山
久
美
潰
一
一
諸
問
分
一
統
申
合

高
端
取
締
仕
M
W

て
、
可
然
」
と
し
て
、
宮
濯
領
中
郡
口
大
野
村
に
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
一
一
領
今
回
開
L

仁
い
う
形
に
一
示
き

れ
る
よ
う
に
務
瞳
制
の
ワ
タ
を
越
え
て
、
即
ち
一
際
一
潜
棲
力
を
離
れ
て
機
屋
士
結
集
さ
せ
た
事
貨
は
、
己
の

λ
舎
所
が
、
「
一
統
申
合
高

端
取
締
」
ろ
う
と
す
る
動
さ
に
現
わ
わ
て
h
る
機
屋
自
ら
の
手
陀
よ
り
新
し
い
統
制
を
形
成
し
上
う
と
す
る
方
向
と
共
に
、
こ
の
大
台

所
設
立
心
動
告
を
、
縮
緬
機
業
が
蒋
擢
カ
を
離
れ

τ、
自
ら
全
婚
と
し
て
新
し
い
開
制
を
形
減
し
よ
う
と
す
る
動
き
と
し
て
理
解
せ
し

め
る
も
心
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
大
合
所
が
「
其
所
限
り
機
織
凶
て
外
方
機
出
木
申
凶
様
規
定
」
し
て
い
る
事
買
は
、
己
の
よ
う
な
動

き
が
、
町
方
問
屋
の
出
機
進
展
に
悩
む
在
方
!
売
と
い
そ
れ
が
後
述
す
る
よ
う
に
問
屋
毘
晴
氏
へ
グ
モ
-
一
ー
を
握
ら
さ
れ
て
い
よ
う
と
ー

を
中
心
と
し
て
、
藩
棲
力
及
び
そ
れ
と
結
び
つ
く
町
方
問
屋
に
祇
抗
す
る
農
民
的
商
品
経
済
企
醸
の
統
一
散
線
結
成
の
動
4
4
4

一
を
一
市
ナ
屯

の
と
し
て
理
解
吐
し
め
る
の
で
あ
る
。

己
の
己
と
は
、
こ
れ
陀
積
い
て
起
っ
た
立
政
六
・
七
年
(
一
入
一
一
一
ニ
・
四
U
D
町
方
問
屋
由
民
機
進
展
に
反
謝
し
て
、
在
方
か
ら
提
起

き
れ
た
出
機
反
封
訴
熟
の
中
に
朗
瞭
に
捉
え
る
こ
と
が
で
脅
る
。
己
れ
は
、
右
む
「
其
所
限
り
機
織
協
で
外
方
機
出
不
時
」
の
大
曾
斯

ぞ
の
規
白
地
を
椅
に
、
在
方
白
機
業
の
中
心
地
加
悦
谷
諸
村
の
機
屋
行
司
か
ら
起
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
「
訴
依
」
に
「
託
年
営
御
披

下
宮
法
絹
屋
の
内
d
'

懸
機
仕
入
機
ハ
歩
機
と
同
議
池
田
U

隼
多
分
差
出
し
出
ニ
付
銘
々
共
村
々
機
織
糸
繰
之
奉
公
人
甚
掲
底
に
相

成
機
厚
一
一
統
差
支
難
義
至
極
奉
存
同
L

と
あ
る
よ
う
に
、
落
権
力
と
結
び
つ
く
町
方
特
権
商
人
の
問
屋
制
的
支
配
に
抵
抗
し
て
、
在
方

宮
津
薄
に
お
け
る
農
民
的
商
品
紐
持
を

b
rる
領
主
と
農
民
の
欄
係

第
七
十
四
巻

九
七

事

盟



宮
津
務
に
お
け
る
農
民
的
商
品
紹
摘
を
め
「
る
領
主
と
農
民
の
聞
係

※
 

の
全
機
業
家
|
農
民
的
商
品
経
済
が
全
憾
と
し
て
が
、
こ
れ
に
針
し
て
闘
っ
た
事
件
ぜ
あ
る
己
と
を
示
し
て
い
る

Q

第
七
十
回
巻

ブL
J又

第

鵠

四

訳
出
乙
の
抵
抗
が
岳
農
民
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
と
と
は
、
「
訴
扶
」
り
中
医
、
領
内
十
ニ
ケ
町
村
の
掛
屋
行
司
及
び
五
抱
の
大
庄
障
の
連
署
し
た
も

四
円
京
都
世
百
軒
前
田
署
二
二
四
頁
)
回
あ
る
こ
と
か

b
も
充
分
に
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
白
よ
う
に
明
和
・
安
永
明
か
ら
明
確
佑
し
て
く
る
宮
津
藩
の
縮
縮
機
業
に
封
ず
る
牧
奪
が
、
町
方
特
椿
商
人
の
問
屋
制
的
支
回
値

制
。
伸
張
と
相
際
じ
て
進
展
し
て
く
る
に
つ
れ
て
、
農
民
唐
の
自
ら
白
商
品
生
産
を
守
る
闘
い
は
、
町
方
特
椿
商
人
の
問
屋
創
的
支
配

排
除
白
勤
者
と
し
て
具
慣
化
し
て
く
る
の
て
あ
る
。

し
か
し
こ
の
よ
う
を
農
民
の
闘
い
の
成
果
は
、
「
掛
機
」
及
び
「
掛
機
に
紛
敷
仕
入
機
」
の
禁
ム
と
い
う
形
て
現
わ
れ
、
仕
入
機
は

禁
止
さ
れ
た
い
の
で
あ
る

d

闘
再
一
問
屋
制
的
閣
制
モ
の
も
の
白
否
定
で
な
い
貼
が
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
女
に
見
る

ょ
う
た
農
民
内
部
に
お
け
る
矛
盾
の
し
か
ら
し
む
る
、
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う

ω

(1) 

京
都
第
訴
前

H
者
一
八
三
頁
。
森
岡
前
稿
二
六
頁
拘
よ
び
本
庄
築
女

郎
著
「
西
陣
研
究
」
参
照

n

京
都
労
訴
前
向
害
一
一
一
一
頁
。

「
西
陣
高
構
曹
司
」
ロ

京
都
労
餌
前
出
書
二

O
九一旦。

延
享
三
年
八
}
七
回
大
U

文
書
(
右
問
書
二
一
三
頁
U
G

森
岡
前
稿
凹

O
頁。

明
和
七
年
円
一
七
七

O
U
丈
香
ハ
京
都
品
百
軒
前
出
番
二
三
三
貰
)
。

間
関
利
八
年
円
一
七
七
一
)
支
書
公
右
伺
普
二
三
三
貰

l
二
三
四

(8)廿)(6) (5) (4) ¥雪)(2) 

頁
U
G

仙
川
右
同
書
一
四
四
頁
。

制
「
農
民
蜂
起
県
謝
噺
」
。

ω
丈
政
七
年
内
一
八
二
回
U

丈
書
八
京
都
努
研
前
出
豊
二
=
三
頁
U
G

M

阿
京
都
第
研
前
回
書
一
二
大
。

ω
交
政
七
年
ハ
一
八
一
一
四
)
丈
書
ハ
右
同
書
ニ
ニ
頁
)
。

阿
川
町
文
政
六
年
(
↑
八
ニ
=
一
U

文
書
戸
砦
屋
村
誌
」
凶
六
八
頁
U
。

倒
立
政
七
年
ハ
一
八
二
四
)
丈
普
(
京
都
傍
研
前
尚
喜
二
二
五
頁
U
。



ぴ見
表④ 在るし
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備考安永4年(177の「峯山藩機株之畳」による。 髄 o 後

f制、陀

の こ 少
廷主 o し
展封ふ
と建れ
い 椿 た
つ力よ
主乙とう
形結』ど

でぶ

分草寺
裂悶J述
の人ベ
方にた
向抵農
が抗民
見 ず の
ら る 勤
れ農き
る民を
か的監
ら商緒
て 品 に
あ経主主
る 済 農

の見
直I 内暦
ち鞘目の
先に統
述、-

Gi患
っ守屋あ

譲治?

農
民
的
商
品
経
済
の
分
裂

商
人
の
問
屋
創
的
支
配
に
抗
し
て
成
長
す
る
持
方
機
業
も
ま
弁
直
線
的
陀
狂
代
化
の
方
同
を
池
一

b
左
い
の
で
あ
る

ψ

こ
白
己
と
は
安
永
四
年
三
七
七
五
U

の
峯
山
藩
の
場
合
に
現
わ
れ
て
い

る
傾
向
の
中
に
端
的
に
-
罰
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
分
析
表
④
に
よ
る
と
、
一
二
株
以
上
の
機
株

所
有
者
は
、
ス
中
然
白
瞥
し
て
い
な
い
。
機
株
所
有
数
が
事
一
〈
た
れ
ば
な
る
ほ
ど
掛
機
と
い
う
形

て
生
産
手
段
を
も
貸
し
た
機
株
の
み
を
所
有
す
る
傾
向
が
示
さ
れ
て
い
る

ω

と
れ
は
、
歩
機
に

見
ら
れ
る
旦
な
る
原
料
の
前
貸
、
製
品
に
よ
る
そ
の
精
算
を
遁
じ
て
行
わ
れ
る
機
屋
支
配
よ
り

一
層
強
力
な
機
屋
支
阻
を
行
う
己
と
の
で
き
る
も
り
で
あ
る
。
即
ち
機
屋
は
、
そ
の
生
産
の
護

展
を
生
産
規
模
の
棋
大
に
求
め
る
こ
と
を
し
な
い
で
、
流
遁
過
程
に
寄
生
す
る
己
と
に
よ
っ
て

利
益
を
え
よ
う
と
商
業
費
本
に
特
化
す
る
の
で
あ
る

ψ

こ
の
傾
向
は
、

同
時
に
明
和
三
年
三
七
六
六
)

に
町
方
か
ら
積
立
し
た
在
方
糸
問
屋
の
前

貸
を
遁
じ
て
の
機
屋
支
固
と
相
隠
じ
て
、
在
方
の
機
業
内
部
農
民
的
商
品
経
済
自
開
の
中
に

問
屋
創
的
支
臨
惜
制
の
崩
芽
|
農
民
的
商
品
経
済
分
裂
の
端
縮
を
生
ぜ
し
め
る
に
至
る
。

宮
博
藩
に
お
け
る
農
民
的
商
品
経
済
を
め
「
る
領
主
ー
と
農
民
自
関
係

第
七
十
四
巻

事

盟

五

九
ブL



唾祖伝

官
詩
作
落
に
お
け
る
農
民
的
商
品
紐
消
を
拍
「
る
領
主
1c
農
民
の
関
係

第
七
十
回
を

O 
O 

第

量茸

~ /、

こ
白
よ
う
に
農
民
的
商
品
経
済
が
進
展
す
る
に
つ
れ
て
、
商
業
資
本
の
優
位
性
が
確
立
し
て
く
る
事
買
は
、
一
匹
味
の
担
訴
の
時
に
見

ら
れ
た
封
建
的
小
農
民
の
猫
立
が
、
モ
れ
以
前
の
封
建
的

1
共
同
櫨
的
諸
規
制
を
蟹
質
さ
せ
た
に
し
て
も
、
そ
れ
を
完
全
に
排
除
し
な

か
っ
た
こ
と
、
或
い
は
縮
緬
機
業
導
入
の
直
接
の
契
機
が
、
農
民
の
困
窮
民
基
づ
く
と
い
っ
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
ゼ
あ
ろ
う

ω

そ

の
結
果
、
そ
こ
か
ら
析
同
さ
れ
て
〈
る
静
働
力
が
「
他
家
相
抱
え
る
事
堅
無
用
」
在
る
円
子
飼
奉
公
人
」

1譜
代
下
人
を
含
み
、
ま
た

幕
末
に
沿
い
て
も
一
部
の
機
業
経
時
の
中
氏
農
奴
主
尚
経
営
が
導
入
さ
れ
、
さ

b
に
は
、
こ
の
農
民
的
商
品
経
済
を
主
導
し
て
い
っ
た

の
が
封
建
槽
力
の
末
端
に
枕
し
て
い
る
村
役
人
屠
或
い
は
こ
れ
と
階
級
的
利
害
を
同
じ
く
す
る
暦
て
あ
る
と
い
う
こ
と
に
た
る
の
で
あ

※
 

る。※
「
子
伺
奉
公
人
」
は
、
賓
謄
五
年
八
一
七
豆
五
)
の
峯
山
藩
の
奉
公
人

ι闘
す
る
規
定
円
京
都
労
研
前
出
書
一
七
五
頁
)
の
中
に
あ
る
も
の
だ
が
、

寛
延
二
年
(
一
七
四
九
〉
の
文
書
ハ
京
都
労
研
前
出
書
一
四
六
頁
〉
に
は
、
機
業
を
皆
む
た
め
に
「
御
田
拍
手
一
張
り
作
仕
比
島
家
束
事
も
相
拍
不
申

凶
而
は
指
首
り
開
作
植
付
等
迷
惑
仕
困
窮
に
躍
成
」

ξ

あ
り
、
譜
代
下
人
的
野
働
力
を
抱
え
亡
い
る
農
民
が
機
業
を
師
悼
ん
で
い
る
こ
と
が
知
ち
れ
る
。

主
た
藤
田
主
郎
氏
の
報
骨
(
日
氏
若
「
日
本
近
代
置
業
の
生
成
」
一
一
一
五
頁
U

に
よ
る
と
、
幕
末
期
に
中
郡
口
大
野
村
の
伊
東
家
は
、
「
オ
ヤ
カ
タ

・
コ
カ
タ
」
関
係
で
結
ぼ
れ
て
い
る
小
作
に
掛
棋
を
同
し
て
い
る
。
以
上
の
例
は
、
初
期
あ
る
い
は
部
分
的
な
も
の
で
あ
ら
う
が
、
先
述
円
安
永
三

牛
円
一
七
七
回
〉
の
石
川
村
の
新
機
闘
を
出
し
た
四
人
の
内
二
人
が
、
品
川
二
石
・
廿
右
左
い
う
大
高
持
ハ
と
の
地
方
で
は
最
上
層
に
越
す
)
で
あ
る

と
と
、
先
症
の
明
和
七
年
(
一
七
六
九
)
の
御
用
問
屋
積
立
の
企
聞
を
崩
し
た
在
方
掛
業
の
動
き
、
を
主
導
L
た
の
が
、
村
校
入
府
で
あ
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
農
民
的
商
品
経
済
は
出
建
的
小
農
民
の
潤
立
を
背
景
に
し
な
が
ら
も
、
と
れ
を
主
導
し
た
の
は
、
封
建
的
諸
般
制
を
利
用
で
き
る
村
落
主

問
者
置
で
あ
る
と
い
え
る
ロ

し
か
し
と
の
こ
と
は
、
農
民
的
商
品
経
済
の
進
展
の
中
に
、
主
代
的
な
登
展
の
方
向
が
た
か
っ
た
己
と
を
意
味
す
る
の
で
は
た
い
。

先
識
の
安
永
四
年
三
七
七
五
)
白
「
機
株
之
民
巨
人

を
加
の
形
て
分
析
し
た
の
が
表
品
別
で
あ
る
が
、

と
れ
に
よ
る
と
掛
機
を
借
り
な
が

ら
=
一
室
・
阿
蓋
と
経
聾
す
る
機
屋
の
存
在
を
知
る
己
、
ど
が
で
き
る
ま
た
肖

b
の
「
才
魔
」
に
よ
り
、
京
都
か
ら
糸
を
直
賀
す
る
「
身



一
冗
相
底
之
機
屋
L

の
存
在
も
知
ら
れ
る
。
即
ち
己
の
土
う
た
機
山
田
一
に
、
)
近
代
的
た
殻
展
の
方
向
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
と
の
よ

「峯山帯機株

間盟三互に子亘璽
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う
友
厨
心
存
在
こ
そ
が
、
先
述
の
寸
一
政
期
の
町
方
特
権
商
人
に
射
す
る
在
方
の
一
腹
の
統

一
を
粛
ら
し
た
り
"
で
あ
ろ
う
】
と
亡
ろ
が
、
亡
の
よ
う
在
、
近
代
的
設
展
は
、
現
買
に
は
商

業
費
本
の
へ
ゲ
モ
ニ
の
確
立
心
下
に
押
流
さ
れ
て
い
く
の
J

し
あ
る

と
の
上
う
左
階
級
関
係
白
下
に
、
文
政
期
の
在
方
白
統
一
戦
線
が
結
ぼ
れ
て
い
く
の
で

あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
女
政
ゴ
一
年
ぺ
一
入
二
O
)
白
人
曾
所
の
規
定
の
「
其
所
映
り
機
織
協
て
外

方
機
出
不
申
仙
L

に
し
で
も
、

「
其
所
限
り
」
に
沿
い
て
機
b
A
出
す
在
方
自
問
屋
崎
の
依

備考

置
を
充
分
に
考
え
左
け
れ
ば
な
ら
を
い

M

交
政
六
・
七
年
三
八
二
三
・
四
)
む
訴
訟
の
場

合
ゼ
も
「
機
織
糸
繰
之
奉
公
人
」
が
抑
底
す
る
乙
と
は
さ
り
な
が
ら
、
こ
の
訴
訟
に
沿
い

て
は
、
出
機
そ
の
も
の
ず
一
念
く
て
、
出
機
の
範
圏
が
問
癒
の
中
心
に
な
っ
て
町
方
と
在
方

と
が
手
っ
て
い
る
の
ぞ
あ
る

ω

即
ち
と
の
訴
訟
に
お
い
て
は
、
向
日
間
百
機
屋
暦
の
要
求
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
中
心
に
な
っ
て
い
る
の
は
、

町
方
特
権
商
人
の
問
屋
制
的
支
配
に
謝
す
る
在
方
開
屋
白
問
屋
創
的
支
配
む
確
主
で
あ
る
と
理
解
す
る
己
と
が
で
き
る

u

さ
ら
に
こ
の

「
詐
献
」
に
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
、
在
方
の
機
屋
行
司
L
t
村
殺
人
暦
が
、
こ
心
訴
訟
の
中
山
闘
に
な
づ
て
い
る
事
買
は
、
こ
の
訴
訟
ひ

い
て
は
落
櫨
カ
及
び
町
方
特
槽
商
人
に
劃
す
る
曲
目
民
的
商
品
経
掛
心
抵
抗
が
、
在
方
問
屋
H
H
村
落
支
阻
者
降
の
ん
け
ゲ
モ
ニ

I
の
下
に
闘

わ
れ
J
E

い
る
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
に
教
え
て
く
れ
る
。
即
ち
明
和
・
安
永
期
以
降
朋
確
約
す
る
宮
津
藩
の
封
建
的
封
臆
間
系
に
抵
抗
す
る

立
ー
の
方
向
を
は
ら
ん
て
い
る
の
で
あ
る

d

農
民
暦
の
統
一
散
線
は
、
そ
白
内
部
に
分
裂
|
在
方
問
屋
H
H
村
落
支
既
者
暦
の
農
民
的
商
品
経
済
に
お
け
る
問
屋
創
的
支
配
悼
制
の
確

宮
津
藩
民
お
け
る
農
民
的
商
品
経
潜
在
め
「
る
領
主
ー
と
農
民
の
関
係

第
七
十
四
企

O 

事

輯

4二



宮
津
藩
に
お
け
る
農
民
的
商
品
組
桝

E
b
r
る
領
主
と
農
民
の
閥
係

第
七
十
回
春

O 

貴5

.~ì伊

/、

こ
の
よ
う
な
僚
件
が
熟
し
て
は
じ
め
て
、
封
建
権
力
に
と
っ
て
農
民
的
商
品
経
済
の
分
裂
を
意
識
的
に
取
上
げ
る
分
裂
政
策
と
し
て

封
建
的
封
礁
の
方
向
が
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

(2) (1) 

明
利
一
一
一
年
(
一
七
六
六
)
文
香
(
京
都
等
研
前
出
書
一
八
八
頁
)

賓
暦
十
二
年
ハ
一
七
六
一
一
一
)
丈
脅
ハ
右
同
書
一
九
七
頁
)

附
記
天
災
な
ど
の
た
め
に
地
方
史
料
・
経
営
史
料
が
、
失
わ
れ
て
い
る
の
で
、
推
論
が
極
め
て
多
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
な
お
史
料
採
訪
の
際
に
は
、

岩
崎
英
精
氏
、
高
桑
末
秀
氏
、
後
藤
靖
氏
、
脇
田
修
氏
、
今
井
英
智
子
氏
に
色
々
御
世
話
に
な
り
、
成
稿
に
あ
た
っ
て
は
、
堀
江
英
一
先
生
、
後
藤

間
氏
に
い
ろ
い
ろ
御
敬
一
討
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
附
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
固

謬l

筆

者

紹

介

堀

江

英

京
都
大
塵
助
教
授

大

関

弘

京
都
大
陸
大
塵
院
肝
究
奨
車
生

itf; 

同

敬

五

京
都
大
塵
ハ
文
田
田
部
)
大
皐
院
恩
主

内

藤

玉

中

京
都
大
風
早
大
恩
院
例
究
奨
閥
単
生


